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佐賀県における小学児童のアレルギーに関する調査

第1報　有病と既往について

甲斐今日子 西住 昌裕 森 満

庄野菜穂子 檜垣 靖樹

目的　佐賀県における小学児童のアレルギー性疾患の有病状況を把握するとともに，その発生要因を明

らかにすることにより，今後の学校保健指導のための手がかりを得ることを目的とした。

方法　調査対象者は佐賀県内の12校の小学児童で，アンケート調査用紙への記入はその保護者とした。調査

は，1995年6～7月に実施し，各世帯に一部ずつ調査用紙を配布し，対象児童個人に関わる項目につい

ては児童の人数に応じて回答を得た。回収数は1,777，回収率は92.8％であった。その内，1,754を解析

対象世帯とし，この場合の対象児童数は2,572人（男子1,314人，女子1,258人）であった。統計学的検

討には，各項目についてχ2検定を用い，有意水準を5％とした。

結果　対象児童の現在のアレルギー性疾患有病率は24.6％であり，男子27.5％，女子21.5％と性差が認めら

れた。疾患別には，全体ではアトピー性皮膚炎9.7％，アレルギー性鼻炎9.0％，気管支喘息4.4％の順

であるが，女子はアトピー性皮膚炎が最も多いのに対して，男子はアレルギー性鼻炎であり，性差が認

められた。アレルギー性疾患の合併状況はアレルギー性結膜炎が他の疾患との合併率が最も高かった。

対象児童を居住地により市内，臨海地区，山間地区の3地区に分類した場合，その有病率は山間地区

20.8％，臨海地区24.1％，市内28.7％であり，地域差が認められた。疾患別には，乳幼児期のアレルギ

ー性疾患の既往歴を有する者の割合（既往率）に地域差は認められなかったが，学童期は山間地区と市

内でアトピー性皮膚炎が最も多いのに対して臨海地区ではアレルギー性鼻炎が最も多く地域差が認めら

れた。
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